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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年12月5日(2018.12.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、陽電極と、陰電極と、ＳＯ２とセルの活性金属の導電性塩とを含む電解
質とを備える再充電可能な電気化学バッテリセルであって、
　前記両電極の少なくとも一方は、以下の、
　共役カルボン酸、共役カルボン酸のアルカリ金属塩、共役カルボン酸のアルカリ土類金
属塩、共役カルボン酸のアンモニウム塩、およびこれらの組み合わせから選択される少な
くとも１つのモノマー構造単位から構築されるポリマーからなるバインダＡ、
　スチレンおよびブタジエンから選択される少なくとも１つのモノマー構造単位を含むポ
リマーからなるバインダＢ、
　あるいは前記バインダＡと前記バインダＢの混合物、から成るグループから選択される
バインダを含む、バッテリセル。
【請求項２】
　前記バインダを含む電極は前記セルの陰電極であることを特徴とする請求項１に記載の
バッテリセル。
【請求項３】
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　前記両電極の少なくとも一方は、前記バインダＡ又は前記バインダＢ、或いは前記バイ
ンダＡと前記バインダＢの混合物から選択されるバインダ物質を含み、前記バインダ物質
の濃度は１０％以下であることを特徴とする請求項１又は２に記載のバッテリセル。
【請求項４】
　前記両電極の少なくとも一方は、前記バインダＡ又は前記バインダＢとは異なる追加の
バインダを含むことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のバッテリセル。
【請求項５】
　前記両電極の少なくとも一方は、三次元多孔性金属構造を備える電流コレクタエレメン
トを有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載のバッテリセル。
【請求項６】
　前記多孔性金属構造は、前記電極の全厚みに渡って延出していることを特徴とする請求
項５に記載のバッテリセル。
【請求項７】
　前記活性金属は、前記三次元多孔性金属構造において均質に分布していることを特徴と
する請求項５又は６に記載のバッテリセル。
【請求項８】
　前記陽電極は、少なくとも０．２５ｍｍの厚みを有することを特徴とする請求項１～７
のいずれか１項に記載のバッテリセル。
【請求項９】
　前記陰電極は、少なくとも０．２ｍｍの厚みを有することを特徴とする請求項１～８の
いずれか１項に記載のバッテリセル。
【請求項１０】
　前記活性金属は、アルカリ金属、アルカリ土類金属、周期律表のサブグループ１２の金
属、およびアルミニウムから成るグループから選択されることを特徴とする請求項１～９
のいずれか１項に記載のバッテリセル。
【請求項１１】
　前記活性金属は、リチウム、ナトリウム、カルシウム、亜鉛、又はアルミニウムである
ことを特徴とする請求項１０に記載のバッテリセル。
【請求項１２】
　前記陰電極は挿入電極であることを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の
バッテリセル。
【請求項１３】
　前記陰電極はカーボンを含有することを特徴とする請求項１２に記載のバッテリセル。
【請求項１４】
　前記陽電極は、金属酸化物、金属ハロゲン化物、または金属リン酸塩を含むことを特徴
とする請求項１～１３のいずれか１項に記載のバッテリセル。
【請求項１５】
　前記陽電極は、２２－２８の原子番号を有する遷移金属の、酸化物、ハロゲン化物、ま
たはリン酸塩を含むことを特徴とする請求項１４に記載のバッテリセル。
【請求項１６】
　前記遷移金属は、コバルト、ニッケル、マンガン又は鉄、である請求項１５に記載のバ
ッテリセル。
【請求項１７】
　前記陽電極は層間化合物を含有することを特徴とする請求項１４～１６のいずれか１項
に記載のバッテリセル。
【請求項１８】
　前記陽電極は、リン酸鉄リチウムを含有することを特徴とする請求項１７に記載のバッ
テリセル。
【請求項１９】
　前記電解質はＳＯ２ベースであり、前記電解質は、導電性塩１モル当たり少なくとも１
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．５モルのＳＯ２を含有していることを特徴とする請求項１～１８のいずれか１項に記載
のバッテリセル。
【請求項２０】
　前記電解質は、前記導電性塩として、前記活性金属の、ハロゲン化物、シュウ酸塩、ホ
ウ酸塩、リン酸塩、ヒ酸塩、又は、没食子酸塩、を含有することを特徴とする請求項１～
１９のいずれか１項に記載のバッテリセル。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９０】
　前記５つの実験用電極を、三電極構成によって調べた。ここで、電極の充電中、ボルト
で表される電位Ｕの変化が、電極の定格容量ＱＮとの関連においてチャージＱの状態に対
して示された。これらの測定は、ＬｉＡｌＣｌ４×１．５ＳＯ２から成る電解質で行われ
た。


	header
	written-amendment

